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Ａ．研究目的 

視覚障害者が必要とする代読・代筆の支

援について、都道府県等の研修会等で活用

するための全国共通のマニュアルとなるべ

き項目を明らかにした標準カリキュラムを

作成することを目的とする 

 

Ｂ．研究方法 

 短期間での研究であるため広島市の心身

障害者福祉センターで同行援護従事者養成

に用いている「同行援護従業者養成研修テ

キスト」（中央法規出版）（以下、現行テキ

スト）の代筆・代読部分をベースにするこ

とにした。医療従事者、研究者、当事者団

体、行政関係者（広島県、広島市）からな

る Working Group(WG)（総勢 20 名程度）を

組織した。そのメンバーで現行テキストの

問題点、改善が必要な点を明らかにするた

めの情報収集を行い、改善が必要と思われ

る部分の記載を追加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

WG で現行テキストの問題点、改善が必要

な点を明らかにした。視覚障がい者の個人

情報保護と援護者の倫理について調査し、

具体例の作成、および全体の文章の書き換

えを行った。国際的な障がい者権利の推移、

一般的注意事項の記載を行い、テキスト全

体のブラッシュアップを行った。 

 

（倫理面への配慮） 

視覚障がい者、関係医療従事者、教育学

部（特別支援教育専攻）の学生、関係団体・

行政等に対して、インタビューまたは聞き

取り式／自記式のアンケートを実施する。

調査の前には広島大学倫理委員会の承認を

得る。また、本研究は既刊テキスト編集委

員会の承諾を得た。 

インタビュー、アンケートの際には事前

に口頭で本研究の目的を説明した上で、同

意に応じた者のみから回答を得る。同意取

得のための説明を行った日時、場所、説明
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研究要旨 

近年の国連の障害者権利条約批准の動きを研究した。代読代筆に対する具体的な社旗的
配慮を示した。現在のテキストをさらにブラッシュアップすることに加えて、1.多言語
に対応できるようにすること、2.スマートフォン、タブレット端末などの最新のIT技術
の応用できるようにすること、3.個人情報の保護の徹底、を盛り込んだ代読・代筆の支
援のための全国共通となりうる新たな標準カリキュラムを総合的に作成した。 
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者等必要事項は記録を作成する。 

アンケートデータを発表または会議資料

として用いる際は、職種や当事者としての

立場などの必要な情報以外の個人情報を 

削除し、回答者の個人が特定できないよう

にする。 

インタビュー、アンケートデータの収

集・編集に使った情報メディア（用紙、音

声レコーダー、PCなど）は広島大学病院の

鍵の掛かる部屋で管理し、研究以外の用途

に使用しない。 

上記の情報メディアは、研究終了後にデ

ータのコピーを DVD-R に保存した上で、広

島大学の規定に従って消去または処分する。

DVD-R は 10 年間保存し、不要の際は広島大

学の規定に従って処分する。 

 

Ｃ．研究結果 

2006 年 12 月国連総会で「障がい者の権

利に関する条約」が採択され、障がい者の

人権や尊厳に関して国際的に規定された。

日本は2007年 9月 28日この条約に署名し、

障害者基本法と障害者雇用促進法の改正、

障害者総合支援法と障害者差別解消法を成

立させ、2014 年 1月 20 日「障がい者の権

利に関する条約」を締結（批准）した。こ

の条約には、①障がいに基づく差別の禁止、

②教育・雇用・文化・スポーツ等へ障がい

者の社会参加促進、③社会的障壁の是正、

④国内の実施と監視などが規定され、2016

年 4月 1 日から障害者差別解消法として施

行された。代読や代筆の対象者として、視

覚障がい者だけでなく、ディスレクシア（文

字は見えるが読んで理解しにくい）や身体

が不自由で読めない方、日本語文が読めな

い外国の方、高齢者とされ、身体障害者手

帳を所持していなくても支援の対象とる。

支援内容も、勉学上必要なものや研究活動

等で使う資料や学校提出書類等、職業上必

要なもの、日常生活上必要なものが挙げら

れている。 

 

Ｄ．考察 

実際の同行援護従事者養成研修ではまだ

このテキスト案を使用してない。実際の研

修での有用性問題点が明らかでない。また、

必要とも追われるポイントをすべて網羅し

た。詳しすぎる点、他のカリキュラムと重

なる点が出てくるかもしれない。今後、研

修の場での経験を基に修正する必要がある。 

 

Ｅ．結論 

当初掲げたこのテキストをさらにブラッ

シュアップすることに加えて、1.多言語に

対応できるようにすること、2.スマートフ

ォン、タブレット端末などの最新のIT技術

の応用できるようにすること、3.個人情報

の保護の徹底、を盛り込んだ代読・代筆の

支援のための全国共通の新たな標準カリキ

ュラムを作成する。という目的は達成した。 
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